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日
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安
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長

大
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理
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殿

衆
議
院
議
員
初
鹿
明
博
君
提
出
留
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資
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関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
初
鹿
明
博
君
提
出
留
学
生
の
資
格
外
活
動
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
四
に
つ
い
て

日
本
語
教
育
機
関
（
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省

令
第
十
六
号
）
本
則
の
表
の
法
別
表
第
一
の
四
の
表
の
留
学
の
項
の
下
欄
に
掲
げ
る
活
動
の
項
の
下
欄
第
六
号
の
規
定
に
よ

り
法
務
大
臣
が
告
示
を
も
っ
て
定
め
る
日
本
語
教
育
機
関
を
い
う
。
）
に
お
い
て
専
ら
日
本
語
の
教
育
を
受
け
て
い
る
外
国

人
を
含
め
「
留
学
」
の
在
留
資
格
を
も
っ
て
在
留
す
る
外
国
人
か
ら
、
資
格
外
活
動
許
可
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
、
原
則
と

し
て
、
「
一
週
に
つ
い
て
二
十
八
時
間
以
内
（
・
・
・
在
籍
す
る
教
育
機
関
が
学
則
で
定
め
る
長
期
休
業
期
間
に
あ
る
と
き

は
、
一
日
に
つ
い
て
八
時
間
以
内
）
」
等
の
条
件
を
付
し
て
、
こ
れ
を
許
可
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
一
般
に
、
こ
の
よ
う

な
範
囲
内
で
の
資
格
外
活
動
で
あ
れ
ば
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）
別
表
第

一
の
四
の
表
の
留
学
の
項
の
下
欄
に
掲
げ
る
活
動
の
遂
行
を
阻
害
し
な
い
と
と
も
に
、
留
学
生
の
本
国
と
我
が
国
の
間
に
は

一
般
に
相
当
な
経
済
格
差
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
こ
の
よ
う
な
範
囲
内
で
資
格
外
活
動
を
認
め
る
こ
と
は
、
留
学
中
の
学

費
及
び
我
が
国
に
お
け
る
生
活
費
等
を
補
う
こ
と
に
よ
り
当
該
活
動
の
遂
行
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

二
に
つ
い
て

一



平
成
三
十
年
六
月
末
時
点
で
「
留
学
」
の
在
留
資
格
を
も
っ
て
在
留
す
る
外
国
人
の
数
は
、
三
十
二
万
四
千
二
百
四
十
五

人
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
約
八
十
九
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
（
二
十
九
万
二
百
十
七
人
）
が
資
格
外
活
動
の
許
可
を
受
け
た
者
で
あ

る
。

三
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
数
に
つ
い
て
は
、
統
計
を
と
っ
て
お
ら
ず
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

二


